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日
蓮
宗
の
本
尊
「
大
曼
荼
羅
」

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目

若林・本了寺の題目石
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▲若林墓地入口の題目石
（若林2丁目）　此

し
岸
がん
（この

世）と彼
ひ
岸
がん
（仏の悟りの

世界）の境に建つという。

▲本了寺本堂（若林1丁目）に祀られている
三宝仏　中央に「南無妙法蓮華経」、左に
釈
しゃか
迦如
にょらい
来、右に多

た
宝
ほう
如
にょらい
来を祀る。中央奥に

「大曼荼羅」が祀られている。

　
先
に
、
若
林
一
丁
目
の
日に
ち

蓮れ
ん

宗し
ゅ
う・
本ほ
ん

了
り
ょ
う

寺じ

の
歴
史
を
記
し
ま
し
た
が（「
歴
史
ウ
ォ
ー

ク
」
66
・
67
・
303
）、
今
回
は
、
本
了
寺
が

建
て
た
題だ

い

目も
く
石い
し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
題
目
石
と
は
、
日
蓮
宗
を
開
い
た
日
蓮

が
「
南な

無む

妙み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う」

の
題
目
こ
そ
が

大
宇
宙
の
真
理
の
法
と
し
て
、
最
も
尊
重

さ
れ
る
と
説
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
題
目
を

刻
ん
だ
石
造
物
を
い
い
ま
す
。
日
蓮
宗
で

は
、
本
尊
で
あ
る
大だ

い

曼ま
ん
荼だ

羅ら

は
中
央
に
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」の
七
文
字
が「
ひ
げ
題
目
」

と
よ
ば
れ
る
独
特
の
筆
致
で
大
書
き
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
蓮
が
仏
教
を
興
し
た
釈し

ゃ
か迦
の

救
済
の
世
界
を
一
幅
の
紙
面
に
、
絵
画
で
は

な
く
文
字
で
書
き
顕あ

ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

　
日
蓮
宗
が
開
か
れ
た
鎌
倉
時
代
以
降
、
日

本
仏
教
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を

信
じ
る
か
、
浄

じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
うや
浄
土
真し
ん

宗し
ゅ
うな
ど
の

「
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

」
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
信
じ
る
か
の

二
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
日

蓮
は
念
仏
信
仰
を
拒
否
し
、
題
目
信
仰
こ
そ

が
、
こ
の
世
と
未
来
の
世
に
わ
た
る
救
い
が

成
就
す
る
と
主
張
し
た
の
で
す
。

　
題
目
石
は
、
各
地
の
日
蓮
宗
寺
院
の
門

前
な
ど
に
、
江
戸
時
代
以
降
、
多
く
建
て

ら
れ
、「
ひ
げ
題
目
」
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
若
林
集
落
の
北
側
、
大
和
川
と
平
行
し
て

落お
ち

堀ぼ
り

川が
わ

が
流
れ
て
い
ま
す
。
落
堀
川
は
、
宝ほ

う

永え
い

元
年
（
一
七
〇
四
）、
大
坂
城
方
面
に
流

れ
て
い
た
大
和
川
を
今
の
よ
う
に
堺
方
面

に
改
流
し
た
折
、
排
水
目
的
で
同
時
に
掘
ら

れ
た
川
で
す
。
江
戸
時
代
の
若
林
村
絵
図
を

見
る
と
、
落
堀
川
に
は
三
本
の
橋
が
架
か
っ

て
お
り
、
今
も
西
橋
と
中
橋
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
絵
図
に
は
西
橋
や
中
橋
の
名
は
な

く
、
中
橋
は
農の

う

通と
お
り

橋ば
し
と
よ
ば
れ
、
そ
の
ま

ま
北
へ
大
和
川
に
も
農
通
橋
の
名
で
延
長

さ
れ
て
い
ま
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」256
）。

　
中
橋
の
北
東
詰
す
ぐ
の
土
堤
沿
い
に
、

題
目
石
が
建
っ
て
い
ま
す
。
東
西
南
北
の

四
面
に
、次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　（
東
）　
南
無
妙
法
蓮
華
経
　

　（
西
）　
五
百
歳
中
　
廣
宣
流
布

　（
南
）　
五
百
御
遠
諱

　（
北
）　
宗
祖
日
蓮
大
菩
薩

　
日
蓮
は
、
鎌
倉
時
代
の
承

じ
ょ
う

久き
ゅ
う

四
年

（
一
二
二
一
）二
月
十
六
日
、安あ

房わ

国（
千
葉
県
）

に
生
ま
れ
、
弘こ

う

安あ
ん

五
年
（
一
二
八
二
）
十
月

十
三
日
、
六
十
一
歳
の
生
涯
を
武む

さ
し蔵
国
池い
け

上が
み
（
東
京
都
大
田
区
）
で
閉
じ
ま
し
た
。
そ

の
年
か
ら
五
〇
〇
年
後
の
江
戸
時
代
半
ば
の

天て
ん

明め
い

元
年
（
一
七
八
一
）
十
月
十
三
日
、
本

了
寺
で
は
聖
人
入
寂
の
五
〇
〇
年
目
の
追つ

い

善ぜ
ん

法ほ
う

要よ
う
で
あ
る
御ご

遠お
ん

忌き

に
あ
わ
せ
て
、
題
目
石

を
建
て
た
の
で
し
た
。
宗
祖
の
日
蓮
を
仏
法

を
広
め
伝
え
、
悟さ

と
り
を
得
る
大
菩ぼ

薩さ
つ

と
し
て

讃
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨
令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）は
、日
蓮
生
誕
八
〇
〇
年
で
し
た
。

　
題
目
石
は
、
も
と
も
と
集
落
側
の
中
橋

西
南
詰
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
、

戦
後
の
落
堀
川
改
修
に
よ
っ
て
、
西
橋
北
東

詰
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
数
年
前
の
落
堀
川
改

修
で
現
在
地
に
再
移
転
し
た
の
で
す
。
中
橋

西
南
詰
は
、江
戸
時
代
の
本
了
寺
の
寺
地
で
、

参
道
入
口
に
も
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
題
目
石
の
建
つ
落
堀
川
と
土
堤
を
は
さ

ん
で
流
れ
る
大
和
川
の
間
は
、
土
堤
を
利

用
し
た
街
道
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
坂

と
古ふ

る
市い
ち
（
羽
曳
野
市
）
を
結
ぶ
古
市
街
道

（
大
坂
街
道
）
で
、
往
来
す
る
人
々
が
題

目
石
に
目
を
奪
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
中
橋
題
目
石
の
五
十
年
前
の
享

き
ょ
う
ほ
う保
十
六

年
（
一
七
三
一
）
十
月
十
三
日
、
日
蓮
入

滅
の
四
百
五
十
年
の
御
遠
忌
に
も
題
目
石

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
本
了
寺
本

堂
前
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
正
面
に
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」、
横
文
字
で
「
本
了
寺
」

と
あ
り
、両
側
面
に「
日
蓮
大
菩
薩
」と「
享

保
十
六
年
十
月
十
三
日
建
立
」、「
四
百
五
十

遠
忌
」
な
ど
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
大
和
川

の
川
底
に
沈
ん
で
い
た
の
で
、
本
了
寺
に

戻
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
了
寺
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ

る
題
目
石
が
集
落
東
端
の
新
池
そ
ば
の
若
林

墓
地
の
入
口
に
も
建
っ
て
い
ま
す
。
角
柱
型

の
石
造
物
で
、正
面
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

と
題
目
が
大
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
先
の
二
つ
の
題
目
石
と
は
形
状
は
違
い

ま
す
が
、
本
了
寺
が
お
祀
り
し
、
江
戸
時
代

中
期
ご
ろ
の
建
立
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
墓
地
は
若
林
地
区
の
共
同
墓
地
で
、
江
戸

時
代
以
降
、
若
林
村
で
は
真
宗
大
谷
派
の
立

り
ゅ
う

法ほ
う

寺じ

（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
154
・
155
）
も
檀だ

ん
那な

寺で
ら

と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
数
百
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
両
寺
の
檀
信
徒
の
奥お

く

津つ

城き

と
し
て
、
お
参
り
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
明
元
辛
丑
年

十
月
十
三
日

寺了本

▲落堀川中橋北東詰の本了
寺題目石（若林1丁目）　東面
に題目が大書きされる。右（北）
が大和川土手の古市街道。

▲本了寺本堂前の題目石
大和川の川底に沈んでい
たので、左側面の文字に
磨滅が目立つ。


